
５
月
１
日
、
「
働
く
も
の
の

団
結
で
生
活
と
権
利
を
守
り
、

平
和
と
民
主
主
義
、
中
立
の
日

本
を
め
ざ
そ
う
」
を
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
90
回
島
根
県

中
央
メ
ー
デ
ー
が
県
民
会
館
を

会
場
に
開
催
さ
れ
、
40
団
体
４

５
０
名
が
集
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
村
上
実
行
委
員
長
が

「
今
日
は
労
働
者
の
団
結
と
国

際
連
帯
の
日
。
力
を
合
わ
せ
、

政
治
を
変
え
よ
う
。
」
と
開
会

あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
参
加
団
体
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
ア
ピ
ー
ル
が
あ
り
、
最

優
秀
賞
に
は
、
島
根
県
教
職
員

組
合
が
輝
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
日
本
婦
人
の
会

か
ら
、
知
事
選
で
唯
一
原
発
ゼ

ロ
を
訴
え
て
奮
闘
し
た
山
崎
や

す
子
氏
が
、
「
た
た
か
い
は
こ

れ
か
ら
。
力
を
合
わ
せ
て
原
発

を
な
く
そ
う
。
」
と
訴
え
、
共

産
党
島
根
県
委
員
会
か
ら
は
中

林
よ
し
子
参
院
選
予
定
候
補
が

「
参
院
選
32
の
一
人
区
で
勝
利

し
、
安
倍
政
権
を
倒
そ
う
。
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
８
時
間
働
き
、

８
時
間
休
み
、
８
時

間
は
自
由
な
時
間
に
」

と
呼
び
か
け
る
メ
ー
デ
ー
宣
言

を
採
択
し
集
会
は
終
了
。
そ
の

後
、
参
加
者
は
、
市
内
パ
レ
ー

ド
で
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。10

日
、
松
江
駅
前
で
島
根
県

医
労
連
が
主
催
す
る
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー

ブ
の
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

「
安
心
安
全
な
医
療
介
護
の

実
現
」
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

掲
げ
た
医
療
従
事
者
約
80
名
が

集
ま
る
中
、
五
百
川
・
白
石
・

尾
村
県
議
が
挨
拶
。
尾
村
県
議

は
、
憲
法
と
地
方
自
治
法
が
生

か
さ
れ
る
医
療
・
介
護
の
充
実

を
訴
え
ま
し
た
。
松
江
市
議
団

も
尾
村
・
大
国
県
議
と
共
に
参

加
し
ま
し
た
。

県
健
康
福
祉
部
長
も
職
員
と

共
に
参
加
し
、
激
励
の
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
は
夜
勤
改

善
と
大
幅
増
員
を
求
め
る
国
会

請
願
署
名
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

５
月
10
日
、
松
江
市
議
会
臨

時
会
が
開
か
れ
、
任
期
後
半
２

年
を
担
う
、
議
長
、
各
役
職
や

常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
、

各
審
議
会
等
の
構
成
が
決
ま
り

ま
し
た
。

議
長
、
副
議
長
、
常
任
委
員

長
な
ど
は
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。

議
長
は
、
松
政
ク
の
森
脇
幸

好
氏
が
22
票
、
真
政
ク
の
南
波

巌
氏
が
９
票
、
共
産
党
の
橘
祥

朗
氏
が
３
票
で
、
森
脇
氏
が
議

長
に
、
副
議
長
に
は
、
野
津
照

雄
氏
が
22
票
、
市
民
ク
の
川
井

弘
光
氏
が
９
票
、
共
産
党
の
吉

儀
敬
子
氏
が
３
票
で
、
野
津
氏

が
副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
団
は
次
の
よ
う

な
所
属
と
な
り
ま
し
た
。

橘
祥
朗
市
議
は
、
議
会
運
営

委
員
会
、
建
設
環
境
委
員
会
、

宍
道
湖
・
中
海
問
題
等
対
策
特

別
委
員
会
、
原
発
安
全
対
策
協

議
会
、
玉
井
斎
場
管
理
組
合
議

会
に
所
属
。

田
中
肇
市
議
は
総
務
委
員
会
、

島
根
原
子
力
発
電
対
策
特
別
委

員
会
と
新
庁
舎
建
設
特
別
委
員

会
に
所
属
。

吉
儀
敬
子
市
議
は
経
済
委
員

会
、
ま
ち
づ
く
り
対
策
特
別
委

員
会
、
議
会
広
報
委
員
会
に
所

属
と
な
り
ま
し
た
。
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中
林
よ
し
子
参
院
鳥
取
・
島
根
選
挙
区

予
定
候
補
が
デ
モ
の
先
頭
に
！

第９０回島根県中央メーデー開催

働くものの団結で生活と権
利を守り、平和と民主主義、
中立の日本をめざそう！

デモの先頭に立つ中林よし子予定候補

中
海
・
宍
道
湖
の
干
拓
淡

水
化
問
題
は
、
当
時
、
長
谷

川
仁
県
議
が
「
干
拓
淡
水
化

事
業
は
、
水
質
を
悪
化
さ
せ

る
」
と
絶
え
ず
県
議
会
で
取

り
上
げ
、
中
止
を
求
め
て
い

ま
し
た
。

こ
の
問
題
が
、
中
林
よ
し

子
衆
院
議
員
に
よ
っ
て
国
会

で
取
り
上
げ
ら
れ
、
慌
て
た

国
は
、
昭
和
58
年
「
淡
水
化

し
て
も
水
質
は
変
わ
ら
な
い
」

と
い
う
農
業
土
木
会
の
研
究

報
告
書
を
発
表
。

し
か
し
、
島
根
大
学
の
保

母
武
彦
（
当
時
助
教
授
）
氏
・

竹
下
幹
夫
（
当
時
県
職
員
）

氏
に
よ
っ
て
こ
の
報
告
書
が

デ
タ
ラ
メ
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
、
宍
道
湖
漁
協

を
中
心
に
大
規
模
な
反
対
運

動
が
拡
が
り
、
つ
い
に
中
海
・

宍
道
湖
の
干
拓
・
淡
水
化
事

業
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
長
崎
県
で
も
諫

早
湾
干
拓
を
始
め
よ
う
と
し

て
い
た
の
で
不
思
議
に
思
い
、

干
拓
事
務
所
の
職
員
に
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
職
員
曰
く
「
業

者
に
仕
事
を
さ
せ
な
い
と
い

け
な
い
の
で
」
と
の
回
答
で

し
た
。
国
は
、
国
民
の
た
め

の
政
治
で
は
な
く
、
業
者
の

た
め
の
政
治
を
し
て
い
る
の

は
今
も
同
じ
だ
。

諫
早
湾
干
拓
に
よ
っ
て
、

有
明
海
の
海
藻
は
大
被
害
を

受
け
ま
し
た
が
、
淡
水
化
を

中
止
し
た
宍
道
湖
の
蜆
漁
は

健
在
で
す
。

国
の
政
治
を
国
民
の
た
め

の
政
治
に
変
え
さ
せ
る
た
め

に
、
中
林
さ
ん
に
是
非
も
う

一
度
国
会
に
出
て
頑
張
っ
て

欲
し
い
。

（
元
東
出
雲
町
議
会
議
員

一
瀬
徳
信
さ
ん
）

参
院
選
鳥
取
・
島
根
選
挙
区
予
定
候
補

中
林
よ
し
子
さ
ん
に
期
待
す
る
②

市
議
会
臨
時
会
開
か
れ
る

ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
に

市
議
団
も
参
加

医療・介護の充実を訴える尾村県議


